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(19) 弟からのは大きかったO 橋本 (1969:67)
奥津 (1986)はこれを松下大三郎にはじまる形式名詞として扱うべきとしている9奥津によれ


























(25) 僕の (辞書)はS社のだ｡ (格助詞)
F準代名詞.=こ関しては､確かに先行詞を受けて代名詞のように用いられることもあり､rもの]
などで代用できるので､やはり助詞ではなく､佐治の指摘する通り r準代名詞｣とするo






の2つの ｢の｣の区別は､後続の要素によって初めて決まることがあら (尾谷 1998)｡













(30) 『下略の rの｣』 ･一一一> 格助詞
『準代名詞』 一一一一> 準代名詞 (形式名詞)























































は一体どのようなものであろうか? 本稿では､それがLangacker (1993)のいう Reference
































































































タイプ 1 タイプ2 タイプ3 タイプ4









といえば､この参照点は r手｣であり､ターゲットは当然 r人間Jを指 している｡このとき r人
































さらに (42b)であるが､これは一番重要なター ゲットである ｢本Jが表現されてない｡しか
し､それでもなお (42b)が何か具体的なモノを指していることには変わりない｡これは何故で






































の ｢父の本｣という表現における名詞句 r父｣と r本Jは全く別個の存在物であるため､メンタ
ルバスを保雄する ｢の｣を省略してしまうと､r父｣から r本｣-のメンタルコンタクトが保証
されず､文字油り r父｣という意味 しか表せないCこれは (43)でも見た泊りである｡しかし
r長髪の人｣という表現においでは､r長髪Jは ｢人Jにとつては不可分といってもよい身体部
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